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研究成果の概要（和文）：世界には、おもにモンゴルに分布するフタコブラクダとアラビア半島からサハラ砂漠
に分布するヒトコブラクダの2種の家畜ラクダがいる。これらは別種だが、カザフスタンでは昔から目的に応じ
て2種の交配が行われてきた。近年は、乳量の多いヒトコブラクダと、寒さに強くてカザフスタンの気候に適し
たフタコブラクダを交配させたハイブリッドの作出が盛んになってきている。
　そこで、ラクダの動物としての特性をDNA、生態、行動の点から解明すると同時に、ラクダを人間がどのよう
に利用してきたか、その相互交渉の歴史と現状についての研究を進めた。

研究成果の概要（英文）：Camels are well adapted to dry climates. We focused primarily on camels 
reared in Kazakhstan, conducting a diversified examination of such topics as the ecological 
characteristics of camels, their economic value, and their origins, and the history of their 
hybrids. There are two types of domestic camels found spread across the globe; the Bactrian camel 
and the dromedary. Although they are different species, in Kazakhstan crossbreeding of the two has 
been carried out since long ago for various purposes. Recent years has seen the increased popularity
 of a hybrid between the Arabian camel, with its higher volume of milk.
  It is in this context that research is proceeding forward, not only with investigations into what 
their DNA, ecology and behavior tell us about the peculiar characteristics of camels as animals, but
 also at the same time into how human beings have used camels of the ages, considering the history 
and current state of this interaction. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）カザフスタンには、ウマ、ウシ、ラク
ダの大型家畜が飼われており、これらは運搬
用家畜としての役割を終えた今も、3 種すべ
ての肉と乳を食する貴重な地域である。ラク
ダに注目すると、保有頭数は、ソ連時代に激
減したが、1999 年を底に再び増加している。
これは、近年ラクダの乳の健康面における効
用が強調されるようになったからである。こ
のような政治体制と経済システムの変化に
ともない、ラクダの飼養目的と牧畜形態が大
きく変化している。 
 (2) 家畜ラクダには、フタコブラクダとヒト
コブラクダの 2 種があり、カザフスタンには
両種およびこれらの雑種が飼われている。近
年は経済的な理由によりヒトコブラクダが
増加しつつあるが、フタコブとヒトコブの行
動、生理（寒さへの適応、乳生産量）、遺伝
的違いは、現在まで科学的に不明な点が多い。 
 
２．研究の目的 
近代化にともないラクダなどの大型家畜

の利用は衰退の一途をたどったが、カザフス
タンでは、最近はラクダ利用復活の兆しがみ
える。この背景には、ラクダ乳が栄養学的、
医学的に再評価され、ラクダ発酵乳の市場が
開拓されたことがある。ラクダ乳が注目され
るにつれ、カザフスタンでは飼育の中心が、
これまでのフタコブラクダからヒトコブラ
クダへ移りつつある。本研究ではダイナミッ
クに変化しているラクダ牧畜の実態を、牧畜
民の文化、生活の文化人類学的側面と、ラク
ダの育種、乳成分などの畜産学・生物学的側
面の両方から解明する。 

 
３．研究の方法 
（1）人類学的、畜産学的調査 
 以下の項目について、参与観察とインタビ
ュー、アンケートを行った。 
 ①牧畜民の生活全般（日課、牧畜に関する
仕事の種類、季節移動など） 
 ②ラクダ飼育技術（繁殖、放牧、飼料、病
気対策） 
 ③ラクダの行動観察 
 ④ラクダの部位利用 
 ⑤牧畜民の食生活 
 ⑥乳の加工方法と種類 
 ⑦乳成分の分析 
 
（2）牧畜民をめぐる社会状況の調査 
 以下の項目について、政府発行の統計資料
や文献研究を行った。 
 ⑧ラクダ市場の動向 
 ⑨社会主義時代の農業政策がラクダ牧畜
に与えた影響 
 ⑩カザフスタン政府の農業政策 
  
（3）動物学的調査 
⑪ラクダに GPS 発信器をつけ、行動範囲

を調査した。 

 ⑫牧草地の衛星画像から、植生を分析した。 
 
（4）ラクダの遺伝解析 
 ⑬6 か所の都市、町から 60 個体分のラクダ
の血液を採取し DNA 解析をおこなった。 
 
４．研究成果 
（1）気候変動に強いラクダという動物 
 リモートセンシングによる結果から、ラク
ダは、他の家畜（ウマ、ヒツジなど）と競合
しない場所を牧草地に選んでいることがわ
かった。また、ラクダが食べる植物種は多様
で、草丈の高いものをまばらに食んでいる。
つまり、生態系へのインパクトが小さい。近
年の乾燥化（草地減少）においても、ラクダ
だけは群れの数を維持しているという回答
を牧場主から得ている。 
 酪乳の点から見ても、ラクダは、搾乳期間
が 2 年間で 18 か月も続くという驚異的な動
物である。つまり、仔ラクダを出産（3月～4
月）後、授乳中に次の仔を妊娠し（交尾期 1
月～3月）、妊娠 6か月までうえの仔ラクダに
授乳し、同時に搾乳可能だという。なお、ラ
クダの妊娠期間は 12 か月である。 
 
（2）ヒトコブラクダとフタコブラクダ 
 家畜種のラクダには、ヒトコブラクダとフ
タコブラクダがある。ヒトコブラクダの分布
の中心は中東からアフリカであり、フタコブ
ラクダはモンゴルから西へ広がる。本来、こ
の 2種の分布は重ならないが、カザフスタン
には両種が存在する。 
 カザフスタンでは、昔から交易用などさま
ざまな目的でこれら2種の雑種が作られてき
たが、近年は、ラクダの発酵乳酒の経済的価
値が上がったことにより、雑種が作られてい
る。 
ヒトコブラクダ、フタコブラクダ、両種の

雑種の乳成分の違いを調べた。ヒトコブラク
ダの方が乳量が多いが、脂肪分は低いことが
明らかになった。したがって、乳量の多いヒ
トコブラクダに、寒さに強いフタコブラクダ
を掛け合わせることで、両者の長所を兼ね備
えた雑種を作ろうという動きがある。その結
果、さまざまコブの形のラクダが存在する。
しかも、ヒトコブとフタコブは 400 万年前に
分岐した完全に異なる種であるにもかかわ
らず、雑種は生殖能力を持ち、何代先までも
子孫を残すことができるのである。 
 カザフスタン全土のラクダのDNAを採取し、
遺伝学の専門家を中心に分析した。現在はミ
トコンドリアDNAの分析結果だけが出ている
が、見かけがヒトコブのものでも、MtDNA は
フタコブ、また、その逆の個体もあった。こ
のことから、雑種が作られた歴史は相当に古
いと考えられる。 
 
（3）ラクダ経営のさまざまな形。 
 この 100年のカザフスタンにおけるラクダ
飼育は、伝統的な遊牧からソ連時代を経て、



現在、市場経済の中でラクダ牧畜がおこなわ
れている。この結果、一口にラクダ牧畜とい
っても、季節移動をともなう家族経営、町に
おけるラクダの庭飼い、数百から千頭規模の
企業経営など、さまざまな経営形態が共存し
ている。 
ソ連時代の社会主義の実践は「食肉コンビ

ナート」などカザフ人の家畜観にも大きな影
響を与えた。「動物観」において、人間と家
畜の関係が大きく変わったといっても過言
ではない。 
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